
営業外費用

差引 -1,595,116

　・地代家賃 修繕料

40,000,000

10,000

1,306,000

計 2,901,116

704,800

540,000 　・給与手当

営業外費用

差引 -2,500,480

平成30年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 　松本市梓川地場産品直売センター
所管課

TEL
西部農林課
内線33132

　所在地 　松本市梓川倭2102番地1 設置年月 平成７年４月

　施設設置目的
　農家の安定収入の確保と地産地消、地場産品の展示販売や特産品を活かした観光振興により、
地域の活性化を図る。

　施設概要・設備
　センター（売場・事務室）、公衆トイレ、倉庫
　敷地面積　1,306㎡　延床面積　138.11㎡

　指定管理者名（選定方式） 　松本市梓川地場産品直売センター組合（特命）

　指定期間 　平成29年4月1日～令和4年3月31日

販売額

年間来場者数

　指定管理者の
　主な業務

法人税等

収入
（歳入）

センターの利用の許可に関する業務
センターの施設等の維持管理等に関する業務
公衆トイレの管理等に関する業務

　利用料金制の導入 　あり　　利用料金制委託料併用方式

　施設の利用状況

利用区分等

組合員数

（特記事項）

工事請負費 918,000 委託料 19,440

1,306,000

550,000売上原価 40,259,413

計51,858,709

土地賃借料10,123,081

指定管理料

項目 金額

事業収入

指定管理者収支（平成30年度）

販売管理費 10,000,000 販売管理費

50,000,000

項目 金額

550,000 指定管理料

51,308,709

支出
（歳出）

550,000

計 50,550,000 計

　・荷造運賃 　・消耗品費

平成29年度決算

金額 項目 金額

計 1,306,000

土地賃借料 1,306,000

備品購入費

指定管理料

656,640

550,000指定管理料売上原価

【内訳】

市の収支

諸収入 1,306,000

平成30年度決算年度計画額 収支実績額

諸収入

工事請負費 1,274,400

　・通信費 　・水道光熱水費

15,919

事業収入

3,806,480

（特記事項）

事業収支
（単位：円）

損益 0 755,496

計 50,550,000 計

1,306,000

項目

計

99.56%

51,103,213

法人税等

127,116

利用目標

143人

40,000人

5,500万円

利用実績

130人

49,022人

5,476万円

対前年比（％）

105.69%

100.99%

105.35%

90.91%

対目標比（％）

122.56%



2　市（所管課）による評価
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点 40

市民の平等利用

3

3事業の内容や施設の有効利用に創意工夫がされているか。

年間の事業量が適切に実行されているか。

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇が行われていないか。

事業計画書どおり、収入が確保できたか。（無料施設では、利用者を確保できたか） 事業計画書以上の収入を確保できた。

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか。

B
B

施錠、警備体制等は適切であるか。

障害者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか。

引き渡した備品等に過不足はないか。

引き渡した備品等はその機能が失われていないか。

2

1

B

職員研修・人材育成

2

B

B
B

B

評　価　項　目

3

利用者アンケートが適切に実施されており、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか。

セルフモニタリングが適切に行われているか。

省エネ等環境負荷の軽減や周辺環境に配慮するとともに、廃棄物は適切に処理されているか。

3

3

2

職員が業務上知り得た秘密について漏洩防止対策を講じているか。

業務について処理・対応が適切に行われているか。

2

2

4

支出総額は事業計画書の範囲内であるか。

利用者サービスの向上に努めているか。

1

2

2

2

管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握されているか。

公共の仕事という倫理性や法令遵守について認識し、対応しているか。

2

1

2

市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解した管理はされているか。

市が示す施設運営方針や管理の基準等に適合しているか。

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか。

安全対策は明確で、職員の教育・訓練の実施はされているか。

2市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか。

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか。

経理帳簿や台帳等を整備し、情報公開や監査請求に適切に対処できるか。

必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用できるか。

職員体制や配置人員は適切であるか。

2

2

B

3

1

B個人情報保護

B
B

B
B

事業計画書どおりの経費節減や業務効率化が実行されているか。

1

2

3

2

3

2

3

B

50

3

A
B
B

3

B

B
B
B

利用者サービス

障害者等への配慮

施設の利用促進に努めているか。利用の促進

秘密の保護

業務内容

2
24項目

施設や附属設備の保守点検作業は、必要な基準や仕様を満たしているか。

業務報告や事業報告が適切に作成されているか。

2

利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか。

避難経路が確保されており、避難時に支障をきたす障害物はないか。

適切な組織・体制

個人情報等の具体的管理方法（書類・電子データ等）においてセキュリティ対策を講じているか。

経理及び
事務処理等

安全管理

緊急時対応
事故や災害時等緊急時の連絡体制が十分に整備されているか。

3

本施設の規約により利用料金の徴収、管理経費の収支を管理、会計監査を実施しており問題は見られない。

B

B

労働関係法令等を遵守した労務管理規程等を整備し、業務従事者の適正な労働条件を確保しているか。

職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか。

B

B
B
B

B

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか。

2 B

利用者の安全確保について職員に徹底されており、利用者への配慮もされている。

他機関への連絡及び事故状況の把握、記録、市への連絡等緊急連絡網が作成されており問題はない。

職員配置計画に基づいて人員配置されており、管理運営上適切な職員体制である。

管理運営方針、管理運営業務の内容及び管理基準に適合した事業計画通り実施されており、問題は見られない。

大項目

適切な管理運営

団体の概要

管
理
能
力

B

B
B
B
B

2

中項目

団体の経営状況は良好か。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか。

配点

2

公平な利用、法令を遵守した適正な管理個人、情報の保護に留意した適切な対応がされており、問題はない。

地元との連携を密にしており、報告書類も適切に作成されるなど責任を持って事業に取り組んでいる。

B

施設管理のマニュアルに基づき、施設の施錠については徹底が図られており、問題はない。

公平性が確保されており、特定の利用者が有利、不利となるような制限や優遇はない。

評価

B

運営委員長、店長、職員、スタッフは経験者でそれぞれノウハウを持っており、指揮系統、責任権限も明確になっている。

関係法令を尊守し従事者の適切な労働条件は確保されている。

事業計画に基づき、先進地視察研修や職員の接遇研修等を行っている。

市の方針、施設の設置目的、管理運営業務に対しては的確に理解した事業計画となっており、適切に事業が履行されている。

経理については税理士からの指導により行っており、情報公開、監査請求に対応できる内容となっている。

通知・チラシ等の作成、経理の管理等、必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用している。

施設・備品について日常点検、整備業務をしており、管理基準を満たしている。

実績報告書及び事業報告も適切に作成され、期限までに提出されており、問題はない。

定期的に施設を見回り、蜂の巣の駆除を行う等安全対策を行っている。緊急時の対策は現場責任者が主となっている。

年齢、性別に関係なく利用できる自主事業が計画されており、利用者も限定されず問題は見られない。

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

 　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

Ａ

評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

（０．５）

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準
（１．０）

Ｂ
Ｃ

（０．７） 小計事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。
事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

Ｄ 不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。（０．０）

B

64.2

当施設を管理するために作られた組合であり、決算報告からも経営状況は概ね良好である。

地元で組織された団体であり、地区内の各種団体・組織の参加と協力を得ており、地区全体の支援を受けている。

備品等の過不足はない。

必要に応じ修繕等を実施しており、備品の性能が確保されている。

チラシによる広告宣伝、自主イベントの開催等、施設利用促進に努めている。

利用者からの意見・要望・苦情等を反映、利用者に苗の植え方や、料理方法等の説明、自主イベントでの粗品プレゼント等によりサービス向上に努めている。

利用者の利便性の向上が日常から配慮されており、営業期間を変更するなど効率の良い運営に努めている。

事業計画書に基づき適切に事業が実施されており、問題はない。

こまめな節電、苗購入者へ再利用段ボール使用によるレジ袋削減等、経費節減が図られている。

事業計画書どおり業務の処理・対応は適切に行われている。

日常の点検、清掃等は適切に行われており、管理区域、業務範囲について的確に把握されており、問題はない。

評価の根拠

避難経路は確保されており、施設内は整然と管理され避難時の支障はない。

個人情報等に十分配慮されていて問題はない。

個人情報と同様の扱いとし、業務従事者への徹底を図り問題はない。

事業計画書どおりの事業を実施しており、問題となる点は見当たらない。

地域イベントへ積極的に参加し、自主イベントも開催している。

利用者アンケートが適切に実施されている。苦情対応は迅速に処理されており、管理者への報告、検証もされている。

実績報告から適切にセルフモニタリングが行われていることが確認でき、問題はない。

ゴミ分別の徹底、全ての電灯のＬＥＤ化による節電等の省エネ対策も積極的に取り組んでいる。

出入り口にスロープを設置するなど障害者、子ども、高齢者に配慮した対応をしている。

3

B

B

B

事業報告及び決算
経済性

6

環境への配慮

経費節減・業務効率化

セルフモニタリング

備品等の維持管理

地域との連携

苦情・要望等への対応

施
設
の
運
営

14項目

34　点



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

今後の目標

             総　合　評　価　　（4段階評価）　の　基　準

Ａ

Ｄ （０．２）

（０．５）

「適正」

7

10

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

調査結果

【自主事業を実施している場合の評価】
　自主イベントを多く企画実施しており、利用者から好評を得ています。生産者と消費者が直接交流すること
により、消費者の要望に沿った作物を作ることができ、地産地消の推進と地域発展及び活性化に貢献してい
ます。

【総合的な評価】
　多くの地域イベントに出店、新規組合員加入促進などの経営努力を行っており、来客数も前年度より増加
しており、今後も更なる来客数の増加に努めていただきたい。
　アンケートでも意見があり、今後の目標にも掲げている出荷数の調整について、計画的に行っていただき、
今後も来場者数の増加に努めていただきたい。

　７月から８月にかけて野菜が集中し、特にきゅうりは品物が多く出荷されたため、毎週水曜日に
「きゅうり１００円市」を開催し対応を行った。
　果物、特にふじについては台風の風害により傷物が多く、販売に苦戦した。一方贈答用につい
ては予約販売をやめ、地場産品直売センターに出たもので対応を行った。

　苦情については迅速に対応することを心掛け、返品に対しては代替品を送り対応を行った。

　来年６月に南隣に農産物直売所がオープンする予定であり、売り上げ状況を見ながら今後に
ついての方針を立てたい。
　野菜については、作付け計画を立て、ピークをずらす対応ができるようにしていきたい。

要望・苦情への
対応状況

平成30年度の
自己評価

B

（１．０）

適　正

別紙のとおり

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

早急な改善対応を検討する必要がある。

配点

Ｂ

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

利用者からの意見
要望・苦情等

（０．7）

判断結果

「要改善」
※「不可」

評価

※「不可」の場合、指定管理者の取り消しの処分を含め

合計点数

71.2

45点以上60点未満
45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

60点以上75点未満
「良好」



３　利用者による評価

調査結果

〇回答者数　44名
１　営業時間について
　　・今のままでいい　38名　　　　・延長してほしい　 4名
    ・その他　　　　　 2名　　　　・無回答　　　　　 1名
２　営業期間について
　　・今のままでいい　33名　　　　・延長してほしい　 7名
　　・その他　　　　　 2名　　　　・無回答           2名
３　来店時の雰囲気について
　　・良い　　　　　　41名  　　　・悪い　　　　　　 0名
　　・その他（普通）　 3名
４　店の品揃えについて
　　・良い　　　　　　35名  　　　・悪い　　　　　　 1名
　　・その他　　　　　 4名  　　　・無回答　　　　　 2名
５　扱ってほしい物について
　　・黒豆　・低農薬、無農薬野菜　・多種類の果物　・山野草など　・米こうじ
　　・時季外れのきゅうり、ナス等でも、野菜の種類が多い方がいい
　　・おやき等の特色あるもの
　　・会員宅に眠っている不要な物等をバザーやフリーマーケットの様な形で販売してみては。

利用者からの意見
要望・苦情等

・商品について出荷数が多くなる時期があるが各人調整して出荷できないでしょうか。
・運営方法や品揃え、催事等について、ほかの直売所等を見て考えてほしい。
・お客さんに勧めるようにしてはどうか。
・リンゴが他と比べて少し高いように思います。
・お客さんが買うだけでなく、勧めることもして欲しい。
・同じ品が集中した時に、売れ残りがあるので何か良い案を。
・皆様気持ちの良い方ばかりです。
・特定の方の野菜にこだわるようにしているが、なかなか手に入らないことがある。
　（時間帯によって）トウモロコシなどある程度出荷時期の目安（日程）を表示してほしい。

【別紙】

利用者アンケート
実施時期 平成30年7月１0日から平成30年12月28日まで
調査対象 施設来場者
調査方法 アンケート用紙への回答（投函箱）


